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給与体系変更願書

1． 本願書の説明

(1) 残業代などの給与体系の見直しを一社員から社長に対して提案する願書である。

2． 動機

(1) 出張時や出先での仕事量が均一でないケースが多々みられるため、正当な評価が得られていない。そのため、給与体系の見直しを行う必要があると感じたため。

3． 提案

(1) 定時勤務時間を越えた時点で残業手当を支給する。

1 給料÷一ヶ月の出勤回数÷7.5×残業時間×1.2

(2) 休日出勤をした場合、休日手当てを支給する。

1 給料÷一ヶ月の出勤回数÷7.5×休日出勤時間×1.5

(3) 22時を超えた時点で深夜手当を支給する。

1 給料÷一ヶ月の出勤回数÷7.5×深夜残業時間×1.5

(4) 決済ボーナスから残業分の手当ての支給を廃止し、残業分以外の利益に対して行うものとする。また、本項目の採用が決定した際にはそれまでの残業分の支給に対しては現行の給与体系に従い決算ボーナスに残業分の支給を含むものとする。

4． 本願書に対しての期限について

(1) 本願書提出日から一ヶ月以内を回答期限とし、回答の際には書面にて社員に展開して行うものとする。

(2) ４．(ア)にて回答を展開後、再度、話し合いにならないため、社長から社員宛に再度回答期限付きの書面を展開することとする。
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